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　伊賀市議会議長　様

　　　ら中山間地域との連携を模索していきたい。

意見：名張市は高校生まで医療費無料とのことだが伊賀市はどうか。

　　　予定である。

意見：県道上友田円徳院線における下友田地区山添地内から馬田地区内までの歩道の設置につい

　　　ての状況は。

対応：引き続き県に要望していきたい。しかし、危険箇所は、白線の引き直しやポール設置、減

　　　速表示などの交通安全対策で対応したい。

＜市政全般について＞

意見：伊賀鉄道の新駅建設並びに赤字補填は、中山間地域として利用しないので納得できない。

対応：伊賀地域一体となって盛り上げる必要があり、観光資源としても重要。赤字の圧縮に努め

　　　るとともに乗降客を増やすための研究をしていきたい。また、JR関西線も視野に入れなが

報　　告　　書
　平成２９年７月７日（金）　２０時００分 ～ ２１時２０分

　赤堀　久実、西口　和成、上田　宗久、岩田　佐俊

開 催 場 所  鞆田地区市民センター

意見：鞆田川、野田川の浚渫、伐採の件について。

　　　しているところもある。

回答：鴻池組と山一建設とのJVである。

＜地域からのテーマ関係＞

意見：昨年３月に閉校した旧鞆田小学校の跡地利活用について。現時点の状況は。

班長　　赤堀　久実　

　　　体的な方向性を考えていきたい。

意見：旧鞆田小学校は、避難所として使用できるか。

対応：この二河川は県管轄であるが、予算的に厳しい状況。市も県に要望は行っているが、竹林

対応：庁内の検討委員会で議論中である。地域の声を聞きながら、どのような形が望まれるか全

　　　　議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。

　平成２９年７月１２日

　　　については状況を見ながら緊急性に応じて予算内で伐採していきたい。

　　　　　平成２９年度議会報告会４班

 鞆田自治協議会

＜６月定例会議案関係＞

名

質問：議案第６９号の建設業者は。

対応：方向性を打ち出した後に、地域と協議したい。他地区では市民センターが指定避難場所と

対応：乳幼児から中学生まで医療費を補助しており、１０月から就学前までは窓口無料化になる

出 席 議 員
記録者 　西口　和成

【主な意見・提言、対応等】


